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Vakyapadiya(VP)第2章kk.3-4

―〈vakya〉 定義 をめぐ って―

本 田 義 央

1.バ ル トリハ リは,VP2.kk.3-4に お いて,P2.1.1に 対 す るvts.9-10とJS

2.1.46に 見 られ る〈vakya〉 定 義について論 じてい る。本論文では,当 該偈頌 に

対す る プンヤ ラージャ注,MBhに 対 す るカイヤ タ注 とナ ーゲーシ ャ注,ま た シ

ャバ ラ及び クマー リラの解釈を比較 した う}で,こ れ らが どの ように して接点を

持ち うるのかを 明らかにす る。

2.VP2.k.3に お いてバル トリハ リは次の よ うに述べ る。

[VP2.k.3]〈nighata〉1)等 の確立 のため に,[文 法学 という]学 術(sastra)に おい

て,[〈vakya〉 定義がカーテ ィアーヤナによって]学 術的に教えられて いる(paribhas-

ita),そ[の 定義によって定義される 〈vakya〉]と 〔ミーマーンサ カがい う,相 互に]

期待を伴った諸部分をもつ(sakanksavayavam)[〈vakya〉]は,完 全に特質を同 じく

するわけではない2)。

こ こでいわれ る定義は,次 の三つ である。

[1] akhyatam savyayakarakavisesanam vakyam / (vt. 9 on P 2. 1. 1)

[•qavyaya•r • •qkaraka•r • •qkarakavisesana•r [ • •qkriyavisesana•r], を伴った

〈akhyata〉 が 〈vakya〉 で あ る 。」3)

[2] ekatiri/ (vt. 10 on P 2. 1. 1)

「単一 の 〈tinanta〉 を含む'もの[が 〈vakya〉 で あ る。]」

[3] arthaikatvad ekam vakyam sakanksam ced vibhage syat/ (JS 2.1. 46)

「〈artha〉 の 単一 性に基 づいて,〈vakya〉 は 単一であ る。 もし[そ れが]分

割 され るとき,[分 割 され た部分が]相 互 の期待(akanksa)を と もな うな ら

ば 。」

まず,定 義[1][2]が 提 示 され る前提を概観せねぽな らな い。P2.1.1sam-

arthahpadavidhihは,〈pada〉 に 関する文法操作(padavidhi)は,意 味的に関

係す るもの(samartha)に 関 る,と い う意味であ る。しか し,MBhadp2.1.1

に おい て提示 され る意味統 合(ekarthibhava)と 相 互期待(vyapeksa=parasparav-
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yapeksa)と い う統語原理samarthyaに 関 する二解釈のいずれ に よって も,望 ま

しい結果 が得 られ ないパーニ ニ規則 がある。た とえぽ,{ayamdandoharanena}

{nadyastisthatikule}と い っ た表現に対す るP8.1.28tinatinahで あ る4)。

最 初 の表現 中で は,'anena'と い う代名詞(sarvanaman)は'dandah'を 受 け てお

り,ま たそれ'hara'と い う動詞形が表 す 取 る と い う行為(haranakriya)に 関

して 〈karapa〉 と して機能 して い る。 し た が って,'dandah'の 意 味 と'hara'

の 意 味の間には 〈samarthya〉 が あ る。そ し て,'hara'に 先 行す る'dandah'

は,動 詞形 ではない(atin.anta)。 したが って,'dandah'に 後 続す る'hara'に,

P8.1.28が 適 用 され,<nlgata〉 が結果す る。なぜ なら,P8.1.28はpadavidhi

で あ って,padavidhiは,P2.1.1に し た がって,〈samarthya〉 が あ る二つ の

〈pada〉 に 適用 され るからである5)。 しかし,こ れは望 まし くない。 また,{nad-

yastisthatikuie}の 場 合,'nadyah'は,'kule'と は 関係す る。しか し,'nad-

yah'と'tisthati'の 間 には 〈samarthya〉 は ない。したがって,P2.1.1が 関 与

す るとすれば,padavidhiで あ るP8.1.28は 適 用 されないOし か し,そ れは望 ま

れない。そ こで,こ のP8.1.28の 適 用非適用 ・のために,P2.1.1に か わ るあ ら

たな条件 として 「同じ 〈vakya〉 中 で」(samanavakye)6)と い う条件を提示す る必

要が カーテ ィヤ ーヤナには あった。そして,そ の文脈 での 〈vakya〉 を カーテ ィ

ヤーヤナは定義 してい るのであ る。

さて,[1]を カ イヤ タは文法学 とい う学術 の分野 でのテ クニカルな定義(pari-

bhasika)で あ る と い う7)。 カイヤタは[1]の'ahyatam'と い う単数表現は,

〈vakya〉 中 に許 され る定 動詞の個数を問題 してお り,そ れが複数で は な く,一

個aあ る ことを意図してい る,と 強調す る。そ して,彼 に とって[2]は,[1]の

'akhyatam'と い う単数 表現の意図を よ り明確な もの として示す とい う役割を有

す るにす ぎな い。つ ま り,カ イヤ タは,[1][2]に それ ぞれ独 自の適用領域 を与

}て はいない
。[3]に 関 して カイヤ タは,世 間的な(laukika)定 義 であ る,と し

ている8)。

一方
,ナ ー ゲーシ ャは カイヤ タが[1]を テ クニカルな定 義 とす ることを否定 し

た上 で,[1][2]の 適 用領域 を峻別す る9)。 そ して,彼 は[2]の み をテ クニカル

な定義 である とす る。彼に よれぽ,[1]中 の'akhyatam'と い う表現 は定動詞 の

個数 がひ とつである ことを意図しているわ けではない。それ は,た とえ,複 数 の

動詞 が含 まれ る表 現について も,そ れ らの間に主要 ・従 属関係 がある限 り,そ の

表 現中の主動詞 としての地位 を充足す るのは,主 要 なものただ一 つ だ か ら で あ
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る。一方,[2]に お いては,一 つ の定動詞 形 とい うことが意図され ている。そし

て,こ の 〈vakya〉 定 義が,{nadyastisthatikule}や{ayamdandohara-

nena}の 場 合 の,誤 謬回避 に対 して有効 で あ る。したが って,ナ ーゲーシャは,

[1][2]に そ れぞ れ 独 自の適用領域 を与 えてい る。 カイヤ タの 場合 は,[1]の

'akhyatam'に 単 数表現の意図を読み取 る こ とに よ っ て,ナ ーゲーシ ャが[2]

に 与え た領域を[1]に よってカバーさせ ている とい うことがで きる。 もちろん,

この場合,ナ ーゲーシ ャが与え る[1]独 自の領域について,カ イヤ タは正 当な説

明を与え得ない。

バル トリハ リお よび プンヤ ラージャは,カ ーテ ィヤ ーヤナの定義は テ クニカル

な ものである,と 述べ るだけで,[1][2]の 適 用領域に関 して 明確な区別は示 し

ていない°しか し,P8.1.28の 誤 った適用 を,{ayamdandoharanena}に,'asti'

を 補 うことに より,{ayamdandah[asti]}と{haranena}と い う二つの 〈vakya〉

に す るこ とに より回避 してい ることから,対 象 とな る表現に含 まれ る動詞の個数

を問題 としている ことは明らかである。しか し,こ の個数が,[1][2]の い ずれ

に基 づ くのかは 明確ではない。

3.VP2.k.4は,バ ル トリハ リに よる[3]の 解 釈であ る こ とが伝統的に認め

られ ている。

[VP2.k.4]〈vakya〉 は,分 割されるならば(bhede),[相 互 に]期 待を有する[諸]

部分を有する(sakanksavayava)。[し かし,分 割されない場合]〈vakya〉 は,他[の

〈sabda〉]を 期待 しない 〈sabda〉を有し,行 為を主要 とし(karmapradhana),従 属要

素を有し(gunavat),一 つ の目的をもつ(ekartha),と 述べられているlo)。

この偈 中の'artha'を プソヤ ラージャは 「書的」(prayojana)と 注 釈す る。 ま

た,「 従属要素を有 し」 とは,限 定語(visesanapada)を 伴 った とい う意味であ り,

先 に見たナ ーゲーシャの解釈に従 うな らば,そ れは名詞形 はもちろん動詞形 であ

って もい っこ うに差 し支}は な い。「行為を主要 とし」 とい う場 合の行 為 とは,

表 現中の主要動詞の意味であ るところの行為(karman=kriya)で あ る。

ところで,プ ソヤ ラージャのarthaを 「目的」 とす る理解 は,[3]に 対 す るシ

ャバ ラ及びそれを受け継 ぐクマー リラの理解 と共通す る11)。 「3]はarthaの 単

一性を根拠 と して(arthaikatvat) ,〈vakya〉 の単一 性を語 って い る。 しか し,

〈vakya〉 のarthaの 単 一性は,[3]中 のarthaを 「目的」 と理 解しなけれ ぽ説

明できない。 クマー リラは,[3]に 対 す るTVに お い て,arthaを 「目的」 と

理 解 した上 で,た だ一つ の特定 の 〈pada〉 のarthaが 主 要素であ り,そ れ以外の
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〈pada〉 のarthaは,そ の主要素 の限定要素 である,と 述べ る。そ して,彼 に と

って の主要素は,定 動詞形に よって表示 され る くbhavana〉 で あ る12)。

4.以 上 を ま とめれば次 のよ うにい うことがで きよ う。 ナーゲーシ ャは,[2]を

をP8.1.28な どの適用 の際にテ クニカルに用 い られ る 〈vakya〉 定 義 とし,カ イ

ヤ タは[1][2]を と もにテ クニカルな もの とし て い る。 プソヤ ラージャの解釈

は,カ イヤ タの理解に通 じる。ナ ーゲーシ ャとの相違 は[1]の'akhyatam'に

定 動詞形 の個数 の制限を読み取 るか否か とい う点 ある。 この解釈 を とれ ぽ,バ リ

トリハ リがVP2.k.3で い うよ うに,[1][2]と[3]は 同 じ定義 ではない,と

い うことにな り,ナ ーゲーシャの解釈に従 えば,[1]と.[3〕 は 軌を一に す る と

い うことにな る。いずれにせ よ,こ れ ら三つ の定義が接点を もち,そ れ らが比 較

の対象 とな るのは,こ れ らが 〈vakya〉 を そ こに表 現 され る主要 素 としての動詞

の意味の観点か ら定義 しているか らなのであ る。

[略号]  JS: Jaiminisutra, MBh: Mahabhasya, P: Paninisutra, TV: Tantravarttika,
VP2: Vakyapadiya chap. 2 (Iyer ed. ), vt. Katyayana's Varttika.

[参考文献]  S.D. Joshi, Vyakarana-Mahabhasya, Samarthahnika, Poona, 1968.

1)udattaア ク セ ソ トの 脱 落=anudattasvara

2) nighatadivyavasthartham sastre yat paribhasitam/sakanksavayavam tena na 
sarvam tulyalaksanam//

3)MBhadP2.1.1の 当 該vt.に 関 す る議 論 を参 照 せ よ。

4)こ のP8.1.28は 定 動 詞 形 で な い も の(atin)に 後 続 す る定 動 詞 形(tinanta)に 対

す る 〈nighaga〉 を 規 定 して い る。

5)P8.1.28はP8.1.16padasya及 びP8.1.17padatの 支配 下 に あ る 。

6) vt. 11 on P 2. 1. 1 & vt. 5 on P 8. 1. 18. 

7) Pradipa on P 2. 1. 1 & on P 8. 1. 18.
8)PradipaonP2.1.1&P8.1.28.た だ し,[1][3]の 相 違 を カ イヤ タは 具 体 的 に

明 らか に は して い な い 。

9) Uddyota on P 2. 1. 1 & P 8. 1.28. 

10) sakanksavayavam bhede paranakanksasabdakam/ karmapradhanam gunavad
ekarthamvakyamucyate〃 こ こで バ ル トリハ リが 語 る 〈vakya〉 の 単 一 性 は 彼 の 究

極 的 な 立 場 か らの 単 一 性 では な い のは,'paranakanksasabdakam'か ら 明 らか であ る 。

11)TVonJS2.1.46.な お[3]の クマ ー リラの理 解 に つ い て は,川 上 真 一 「ク マ ー

リラ の文 意 論 」 『南 都 仏 教 』69号,1994,pp.57-82に 詳 しい 。

12) TV on JS 2.1. 46.

〈キ ー ワ ー ド〉 vyakarana, Vakyapadiya, Bhartrhari, vakya

(広島大学助手)
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